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１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

今
こん

週
しゅう

は、黙
もく

示
し

録
ろく

に登
とう

場
じょう

する二人
ふたり

の女
おんな

について学
まな

びます。一人目
ひとりめ

は、太陽
たいよう

を着
き

ている清
きよ

い女
おんな

で、イ

エスを愛
あい

する忠
ちゅう

実
じつ

な教
きょう

会
かい

です。二人目
ふたりめ

は、むらさきと赤
あか

の服
ふく

を着
き

ているみだらな女
おんな

で、神様
かみさま

に背
そむ

いた

不
ふ

忠
ちゅう

実
じつ

な教
きょう

会
かい

です。この二人
ふたり

の女
おんな

は、真
しん

理
り

と偽
いつわ

りの戦
たたか

いを表
あらわ

しています。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：二
ふた

つの対
たい

照
しょう

的
てき

な体系
たいけい

 

黙
もく

示
し

録
ろく

には、神様
かみさま

に忠
ちゅう

実
じつ

な人
ひと

たちが登
とう

場
じょう

します（黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

2
に

章
しょう

1
じゅう

7
なな

節
せつ

、1 7
じゅうなな

章
しょう

1 4
じゅうよん

節
せつ

）。

反対
はんたい

に、イエスから離
はな

れてしまった、偽
いつわ

りの教
きょう

会
かい

も登
とう

場
じょう

します。「バビロン」という名
な

前
まえ

の、みだらな

女
おんな

です（黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

4
よん

章
しょう

8
はっ

節
せつ

、 1
じゅう

7
なな

章
しょう

１
いち

、2
に

節
せつ

）。バビロンは旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

に出
で

てくる都市
と し

です。黙
もく

示
し

録
ろく

の時
じ

代
だい

に、バビロンの町
まち

はもうありませんでした。なので、黙
もく

示
し

録
ろく

に登
とう

場
じょう

するバビロンは、実際
じっさい

の町
まち

ではありません。終
お

わりの時
じ

代
だい

のバビロンは、旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

のバビロンと似
に

ています。バビロンは、みだらな

行
おこな

いによって、世
せ

界
かい

中
じゅう

の人々
ひとびと

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。みだらな行
おこな

いとは、偽
いつわ

りの教
おし

えのことです。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：怒
いか

りのぶどう酒
しゅ

 

終
お

わりの時
じ

代
だい

に、偽
いつわ

りの教
きょう

会
かい

は世
せ

界
かい

中
じゅう

の人々
ひとびと

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

7
なな

章
しょう

2
に

節
せつ

で、バビ

ロンは、地
ち

上
じょう

の王
おう

たちと「姦淫
かんいん

」をしたと書
か

いてあります。姦淫
かんいん

とは、夫
おっと

ではない人
ひと

と、体
からだ

が結
むす

ばれ

ることです。王
おう

たちと姦淫
かんいん

をするとは、国々
くにぐに

と関係
かんけい

を結
むす

ぶということです。真
しん

の教
きょう

会
かい

は、愛
あい

するイエス

と結
むす

ばれています。しかし、偽
いつわ

りの教
きょう

会
かい

は、人々
ひとびと

を支
し

配
はい

する力
ちから

を得
え

るために、イエスから離
はな

れて国々
くにぐに

に助
たす

けを求
もと

めます。また、世
せ

界
かい

の人々
ひとびと

は、バビロンのぶどう酒
しゅ

で酔
よ

ってしまうと書
か

いてあります。新約
しんやく

聖書
せいしょ

で、ぶどう酒
しゅ

は、キリストが十
じゅう

字
じ

架
か

で流
なが

された血
ち

を表
あらわ

します（マタイ 2
にじゅう

6
ろく

章
しょう

2
にじゅう

7
なな

～ 2
にじゅう

9
きゅう

節
せつ

）。

つまりバビロンは、キリストの福音
ふくいん

とは違
ちが

う、偽
いつわ

りのメッセージを人々
ひとびと

に広
ひろ

めるのです。神様
かみさま

はご自
じ

分
ぶん

の民
たみ

に、「バビロンから離
はな

れなさい」と言
い

われます。 



 

４
よん

．火曜日
かようび

：秘
ひ

められた意味
い み

の名
な

、大
だい

バビロン 

バビロンの町
まち

は、バベルの塔
とう

が建
た

てられた場
ば

所
しょ

にありました。バベルの塔
とう

は、神様
かみさま

の言
こと

葉
ば

に反
はん

抗
こう

する人々
ひとびと

が、自
じ

分
ぶん

たちの力
ちから

を示
しめ

すために建
た

てました。同
おな

じように、終
お

わりの時
じ

代
だい

のバビロンも、神
かみ

様
さま

の言
こと

葉
ば

に反
はん

抗
こう

し、人
にん

間
げん

の力
ちから

に頼
たよ

る宗
しゅう

教
きょう

です。そして、バビロンは神
かみ

様
さま

に忠
ちゅう

実
じつ

な人々
ひとびと

を迫害
はくがい

し、殺
ころ

してしまいます

（黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

7
なな

章
しょう

6
ろく

節
せつ

）。それは、神
かみ

様
さま

の言
こと

葉
ば

とイエスの愛
あい

によって建
た

てられた真
しん

の教
きょう

会
かい

と全
まった

く違
ちが

い

ます。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：献身
けんしん

への招
まね

き 

神様
かみさま

の民
たみ

は、偽
いつわ

りの教
きょう

会
かい

に負
ま

けてしまいそうに見
み

えます。しかし最
さい

後
ご

には、神
かみ

様
さま

に忠
ちゅう

実
じつ

な教
きょう

会
かい

が

必
かなら

ず勝
か

つと約束
やくそく

されています。教
きょう

会
かい

の土
ど

台
だい

は、キリストです（マタイ 1
じゅう

6
ろく

章
しょう

1
じゅう

8
はっ

節
せつ

）。真
しん

の教会
きょうかい

は、キリストの言
こと

葉
ば

を守
まも

り、聖霊
せいれい

によって導
みちび

かれます。バビロンは、神様
かみさま

の言
こと

葉
ば

よりも人間
にんげん

の教
おし

えを大
だい

事
じ

にします。旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

で、バビロンの王様
おうさま

は、国
くに

の権
けん

力
りょく

を使
つか

って、人々
ひとびと

に偽 り
いつわ   

の礼拝
れいはい

をさせまし

た（ダニエル3
さん

章
しょう

）。終
お

わりの時
じ

代
だい

にも同
おな

じことが起
お

こります。ローマ・カトリック教
きょう

会
かい

は、教
きょう

皇
こう

が「こ

の地
ち

上
じょう

にあって全能
ぜんのう

の神
かみ

に代
か

わるもの」、「単
たん

なる人
ひと

ではなく、神
かみ

のような者
もの

」と宣言
せんげん

しています（ガイ

ド 6
ろくじゅう

4
よん

頁
ぺーじ

）。バビロンは、教
きょう

会
かい

指
し

導
どう

者
しゃ

の命
めい

令
れい

が、神
かみ

の命令
めいれい

だと宣言
せんげん

するのです。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：偶
ぐう

像
ぞう

礼
れい

拝
はい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

、バビロン 

バビロンは、偶
ぐう

像
ぞう

礼
れい

拝
はい

の中
ちゅう

心
しん

地
ち

でした。バビロンが滅
ほろ

びた原
げん

因
いん

は、偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

でした（エレミヤ5 0
ごじゅっ

章
しょう

3
さんじゅう

8
はっ

節
せつ

、 5
ごじゅう

1
いっ

章
しょう

1
じゅう

7
なな

節
せつ

、 4
よんじゅう

7
なな

節
せつ

）。バビロンの人々
ひとびと

は、神々
かみがみ

が偶像
ぐうぞう

の中
なか

に生
い

きている

と信
しん

じていました。聖書
せいしょ

は、生命
いのち

がない偶像
ぐうぞう

ではなく、生命
いのち

を与
あた

える神様
かみさま

を礼拝
れいはい

するようにと訴
うった

えてい

ます（エレミヤ 5
ごじゅう

1
いっ

章
しょう

1
じゅう

9
きゅう

節
せつ

）。像
ぞう

を礼
れい

拝
はい

したり、あがめたりすることは、十
じっ

戒
かい

の第
だい

２
に

条
じょう

で禁
きん

止
し

されています（出
しゅつ

エジプト2 0
にじゅっ

章
しょう

4
よん

～6
ろく

節
せつ

）。偶像
ぐうぞう

を拝
おが

むと、神様
かみさま

のすばらしさを理
り

解
かい

する心
こころ

や、聖霊
せいれい

の働
はたら

きが失
うしな

われてしまうからです（詩
し

編
へん

1
ひゃく

1
じゅう

5
ご

編
へん

4
よん

～8
はっ

節
せつ

）。しかし4
よん

世紀
せいき

には、カトリック教会
きょうかい

の礼拝
れいはい

で像
ぞう

が使
つか

われるようになりました。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研
けん

究
きゅう

 

「バビロンが倒
たお

れたことを宣言
せんげん

する黙
もく

示
し

録
ろく

1
じゅう

4
よん

章
しょう

のメッセージは、かつては純
じゅん

潔
けつ

であったが腐
ふ

敗
はい

す

るに至
いた

った宗 教
しゅうきょう

団体
だんたい

に適用
てきよう

されねばならない。このメッセージは審判
しんぱん

の警告
けいこく

に続
つづ

くものであるから、

最
さい

後
ご

の時
じ

代
だい

に発
はっ

せられるものでなければならない。したがって、これは、ローマ・カトリック教
きょう

会
かい

だけに



当
あ

てはまるものではない。なぜならば、この教
きょう

会
かい

は、幾
いく

世
せい

紀
き

にわたって倒
たお

れた状
じょう

態
たい

にあったからである」

（『希
き

望
ぼう

への光
ひかり

』1
せん

7
ななひゃく

7
ななじゅう

9
きゅう

、1
せん

7
ななひゃく

8
はち

0
じゅっ

ページ、『各
かく

時
じ

代
だい

の大
だい

争
そう

闘
とう

』下
げ

巻
かん

8
はちじゅう

4
よん

ページ）。 

 

＜問
と

い＞ 

・バベルの塔
とう

は、終
お

わりの時
じ

代
だい

のバビロンとどこが似
に

ているでしょうか。 

・偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

とは、ただ単
たん

に像
ぞう

に頭
あたま

を下
さ

げることではありません。どうしてでしょうか。プロテスタント教
きょう

会
かい

でも、偶像
ぐうぞう

礼拝
れいはい

をしてしまうことはあるでしょうか。 

・ダニエル3
さん

章
しょう

で無理
む り

やり礼拝
れいはい

をさせられた物語
ものがたり

は、終
お

わりの時
じ

代
だい

の出
で

来
き

事
ごと

とどのように似
に

ているでし

ょうか。 


